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通期業績予想の修正並びに剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会におきまして、平成 25年７月12日に公表しました平成26年５月期

の通期業績予想の修正、並びに剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正について決議い

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．通期業績予想の修正について 

（1）平成26年５月期 通期 業績予想の修正（平成 25年６月１日～平成 26年５月 31日） 

【 連 結 】 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 
(平成25年７月12日公表) 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

26,832 1,268 827 508   67.26 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 28,187 1,508 1,120 807  109.27 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） 1,354 239 293 299 － 

増   減   率 5.0% 18.9% 35.4% 58.9% － 

(ご参考)  前 期 実 績 

（平成 25年５月期） 
25,836 761 319 178 23.60 

（注）当社は、平成 25年 12月１日付で普通株式１株につき 100株の株式分割を行っております。その

ため、１株当たり当期純利益につきましては、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮

定して算定しております。 

 

 

（2）業績予想の修正理由 

平成26年５月期の第２四半期までの業績は、リノヴェックスマンション販売が活況を呈し、  

また、オフィスビルの売却が行われたことによりまして、売上高、各利益ともに順調に進捗いた

しました。加えて、下半期においても、中古マンション市場の動向を踏まえ、取引が堅調に推移

するものと想定しております。これらの結果、当社は、平成 26年５月期の通期連結業績予想を、

平成25年５月期決算発表時（平成 25年７月12日付）に公表しました予想から上記の通り修正  

いたします。  

 

 

 

 



（注）本資料に記載しております予想数値は、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので  
あり、実際の業績は様々な要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 

 

２．剰余金の配当（中間配当）及び期末配当の修正について 

（1）剰余金の配当（中間配当）の内容 

 
決 定 額 

直近の配当予想 

（平成25年７月12日公表） 

前期実績 

（平成25年５月期中間） 

基 準 日 平成 25年 11月 30日 同左 平成 24年 11月 30日 

１株当たり配当金 1,400円 1,000円    0円 

配当金総額 103百万円 － － 

効力発生日 平成 26年２月 10日 － － 

配当原資 利益剰余金 － － 

（注）当社は、平成 25年 12月１日付で普通株式１株につき 100株の株式分割を行っております。なお、

当期の中間配当金（基準日：平成 25年 11月 30日）については、当該株式分割が行われる前の実

際の金額を記載しております。 

 

 

（2）平成26年５月期 期末配当予想の修正 

 １株当たり配当金（円） 

 第２四半期末(中間) 期  末 合  計 

前 回 予 想  10.00 24.00 

今 回 修 正 予 想      14.00 28.00 

当 期 実 績 14.00   

前 期 実 績

（平成 25年５月期）     0    10.00    10.00 

（注）1. 当社は、平成 25 年 12 月１日付で普通株式１株につき 100 株の株式分割を行っております。     

そのため、１株当たり配当金は、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算定

しております。 

      2. 前回予想の１株当たりの配当金の合計は、上記｢２.(1) 剰余金の配当（中間配当）の内容｣に

記載の中間配当の決定額（1,400円を（注）1に基づき算定した 14円）と、前回予想の期末配

当金 10円の合計額を記載しております。 

 

 

（3）理由  

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つと考えており、将来の事業拡大のための財

務体質の強化と内部留保の充実を図りつつ、積極的に株主に対する利益還元を行う業績連動型配当政策

を導入しております。 

平成 26年５月期の中間配当及び期末配当予想につきましては、上記の配当方針及び業績予想の伸張

を踏まえ、１株当たりの配当金を前回予想の 10円から 14円にそれぞれ修正いたします。これにより、

中間配当と期末配当予想を合計した当期の年間配当予想は、１株当たり 28円となります。 
 

以 上 

 
 


